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俊

律
師
と
韋
駄
天
信
仰

神
谷
麻
理
子

謡
曲
〈
舎
利
〉
の
舞
台
と
し
て
名

高
い
京
都
泉
涌
寺
は
、
古
く
よ
り
皇

室
の
菩
提
寺
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
き

た
。〈
舎
利
〉
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
泉

涌
寺
の
蔵
す
る
舎
利
は
、
釈
尊
入
滅

時
、
足
疾
鬼
が
奪
い
取
っ
た
舎
利
で

あ
り
、
そ
れ
を
韋
駄
天
が
取
り
戻
し

た
と
い
う
由
来
を
も
っ
て
い
る
。
現

在
本
寺
舎
利
殿
に
は
、
こ
の
因
縁
つ

き
舎
利
が
奉
安
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を

守
護
す
る
形
で
木
造
の
韋
駄
天
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。

本
舎
利
は
、
建
長
七
年
（
一
二
五

五
）、
泉
涌
寺
僧
湛
海
が
苦
心
の
末
、

宋
国
白
蓮
寺
よ
り
譲
り
受
け
た
も
の

で
あ
り
、
韋
駄
天
像
を
含
む
諸
像
と

と
も
に
請
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
時
点
で
初
め
て
わ
が
国
に

公
け
に
韋
駄
天
が
紹
介
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
同
時
に
泉
涌
寺
に
お
い
て

韋
駄
天
信
仰
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る

が
、
実
は
そ
れ
以
前
に
泉
涌
寺
で
は

既
に
韋
駄
天
信
仰
が
存
在
し
て
い
た

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は

泉
涌
寺
草
創
期
、
即
ち
湛
海
請
来
以

前
、
ど
の
よ
う
な
形
で
韋
駄
天
が
信

仰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結

論
か
ら
い
う
と
、
泉
涌
寺
の
韋
駄
天

信
仰
は
、
開
祖
俊

律
師
が
も
た
ら

し
た
も
の
で
あ
り
、
律
師
自
身
に
韋

駄
天
信
仰
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

泉
涌
寺
は
建
保
三
年
（
一
二
一

五
）、
俊

律
師
の
手
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
。
俊

律
師
に
つ
い
て

は
、
弟
子
信
瑞
が
著
し
た
『
不
可
棄

法
師
伝
』
に
よ
っ
て
か
な
り
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）、
肥
後
国

で
生
ま
れ
た
律
師
は
、
生
ま
れ
て
す

ぐ
に
路
傍
に
棄
て
ら
れ
た
が
、
そ
の

間
無
傷
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
ら

を
「
不
可
棄
」
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
幼
少
よ
り
そ
の
聡
明

さ
は
広
く
知
れ
渡
り
、
戒
律
に
対
す

る
厳
し
い
姿
勢
は
こ
の
時
か
ら
培
わ

れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
十
九
歳
の

時
大
宰
府
観
世
音
寺
で
具
足
戒
を
受

け
、
天
台
・
真
言
を
、
更
に
京
都
・

奈
良
で
大
小
の
戒
律
を
学
ん
だ
が
律

師
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
建
久
九
年
（
一
一

九
八
）、
律
師
三
十
三
歳
の
時
、
伝
律

の
た
め
に
入
宋
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

翌
年
二
人
の
弟
子
と
と
も
に
博
多
を

出
航
し
た
。

宋
国
に
お
い
て
、
律
師
は
十
二
年

と
い
う
長
い
期
間
滞
在
す
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
間
の
修
学
は
凡
そ
次

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）

二
月
、
明
州
を
出
発
し
、
多
く
の
請

来
品
と
と
も
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

『
不
可
棄
法
師
伝
』
に
は
俊

請
来

品
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら
こ
れ
ら
の
中
に
直
接
韋
駄
天
信

仰
を
示
す
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら

な
い
。
し
か
し
、
泉
涌
寺
建
立
に
際

し
て
、
律
師
は
自
ら
伽
藍
計
画
書

『
泉
涌
寺
殿
堂
房
寮
式
目
』
を
著
し
て

い
る
の
だ
が
、
仏
殿
、
講
堂
、
僧
堂
な

ど
の
堂
舎
に
交
え
て
「
韋
天
」
の
項

目
を
設
け
て
お
り
、
韋
駄
天
に
対
し

て
何
ら
か
の
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
項

目
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

右
四
天
王
各
有
八
将
軍
、
合
三
十

二
将
軍
也
、
其
中
南
方
天
之
第
一

将
軍
、
謂
之
韋
天
、
此
天
殊
有
大

宋
諸
寺
安
置
此
天
、
以
為
擁
護
仏

法
之
大
将
者
也
（
下
略
）

ま
た
、
律
師
在
宋
中
、
律
の
教
え

を
受
け
た
師
、
如
庵
了
宏
は
南
山
律
、

即
ち
道
宣
律
師
の
系
統
を
引
い
て
い

る
。
道
宣
律
師
と
韋
駄
天
と
の
関
係

は
、
既
に
唐
代
か
ら
知
ら
れ
て
お
り

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
や
『
道
宣

律
師
感
通
録
』
等
に
も
記
載
さ
れ
て

い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
既
に

廃
曲
と
な
っ
た
〈
韋
駄
天
〉
に
よ
っ

て
、
そ
の
関
係
が
広
く
紹
介
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。
如
庵
了
宏
の
も
と
で

南
山
律
を
学
ん
だ
俊

律
師
は
、
当

然
道
宣
律
師
と
韋
駄
天
と
の
関
係
を

知
り
得
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
俊

律
師
自
身
に
も
韋
駄
天
へ
の
信
仰
が

芽
生
え
て
い
っ
た
と
し
て
も
不
思
議

は
な
い
と
思
う
。

現
在
、
泉
涌
寺
で
は
宋
音
で
伝
持

さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
経
本
類
が

あ
り
、
そ
の
中
の
『
金
光
明
懺
法
』

の
中
に
は
「
韋
駄
天
神
」
の
名
が
み

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
俊

律
師
が

当
時
宋
国
で
実
修
さ
れ
て
い
た
行
法

を
そ
の
ま
ま
の
形
態
で
伝
え
ら
れ
た

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
律
師
の
帰
国
、

そ
し
て
泉
涌
寺
草
創
時
か
ら
仏
法
神

と
し
て
の
韋
駄
天
が
認
識
さ
れ
て
い
た

証
し
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
泉
涌
寺
に
韋

駄
天
を
も
た
ら
し
た
の
は
俊

律
師

で
あ
り
、
律
師
自
身
に
も
韋
駄
天
を

信
仰
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

〔
年
〕

〔
師
〕

〔
修
学
〕
〔
期
間
〕

一
一
九
九
年（
宋
・
慶
元
五
）

四
月
〜
　
　
　
　

亡
　
名
　

禅

十
月
〜
　
　
　
　

蒙
庵
元
聡

禅
　

一
年

一
二
〇
〇
年（
宋
・
慶
元
六
）〜
〇
二
年（
宋
・
嘉
泰
二
）

如
庵
了
宏

律
　

三
年

一
二
〇
三
年（
宋
・
嘉
泰
三
）〜
一
一
年（
宋
・
嘉
定
四
）

北
峯
宗
印

天
台

八
年
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よ
り
後
年
増
補
説
が
出
て
い
る
し
、「
修

羅
」
の
但
し
書
部
分
に
つ
い
て
は
筆
者
が

最
近
論
文
で
増
補
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

た
）。
従
っ
て
、「
初
期
花
伝
」
に
使
用
さ

れ
て
い
る
「
花
」
に
関
す
る
用
語
や
詞
章

は
、『
問
答
条
々
』
第
八
条
と
第
九
条
以

外
で
は
次
の
通
り
概
括
出
来
る
。

先
ず
、「
花
め
く
・
花
や
か
」「
花
（
姿
・

声
に
お
け
る
美
点
や
見
せ
場
）
が
な
く
な

る
」「
花
（
見
た
目
の
魅
力
）
に
新
鮮
さ
を

感
じ
」「
脇
の
為
手
に
花
を
持
た
せ
（
目
立

つ
よ
う
に
主
役
を
や
ら
せ
る
）」「
季
節
の

花
を
髪
飾
り
に
挿
す
」
と
い
う
一
般
的
な

用
例
が
多
い
。「
花
の
論
」
と
し
て
は
、

『
年
来
稽
古
条
々
』
で
言
う
、
十
二
三
歳

や
二
十
四
五
歳
の
声
と
身
体
の
花
か
ら
得

ら
れ
る
「
時
分
の
花
」「
め
づ
ら
し
き
花
」

で
、
立
合
勝
負
な
ど
で
名
人
な
ど
に
勝
つ

こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、「
ま
こ
と
の
花
」

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
中
心
的
な
考
え

方
で
あ
る
。
『
問
答
条
々
』
第
四
条
も
、

「
功
入
り
た
る
、
名
人
に
若
い
為
手
が
立

合
勝
負
に
勝
つ
理
由
」
の
質
問
に
対
し
て
、

「
古
参
の
役
者
が
芸
の
花
を
失
っ
て
古
く

さ
く
な
っ
て
い
る
頃
に
、
若
い
為
手
が
一

時
的
な
珍
し
さ
の
花
で
勝
つ
場
合
が
あ
る

こ
と
。
し
か
し
、
五
十
過
ぎ
ま
で
花
が
な

く
な
ら
な
い
ほ
ど
の
為
手
に
は
、
ど
ん
な

に
若
さ
の
花
が
あ
っ
て
も
、
勝
つ
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
条
な
の
で

あ
る
（『
完
訳
日
本
の
古
典
』
表
章
氏
訳

使
用
）。
そ
の
他
の
注
意
す
べ
き
も
の
は
、

「
易
き
所
を
花
に
あ
て
」「
ま
こ
と
の
花
を

極
め
ぬ
為
手
」「
老
骨
に
残
り
し
花
」「
狂

ふ
所
に
花
を
あ
て
」「
花
を
知
ら
ぬ
為
手
な

『
花
伝
第
三
問
答
条
々
』

第
九
条
の
増
補
問
題

尾
本
　
頼
彦

『
花
伝
第
三
問
答
条
々
』（
以
下
、『
問

答
条
々
』
と
略
す
）
第
九
条
は
、『
奥
義
』

や
『
花
伝
第
七
別
紙
口
伝
』
に
「
花
伝
の

花
の
段
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
従
来
、
こ

の
第
九
条
の
後
年
増
補
箇
所
と
し
て
は
、

表
章
氏
に
よ
り
、「
若
、
別
紙
の
口
伝
に

あ
る
べ
き
か
」
の
一
句
と
、
文
末
の
慧
能

の
偈
の
二
箇
所
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み

な
の
で
再
検
討
し
た
い
。

表
章
氏
は
「『
花
伝
』
か
ら
『
風
姿
花

伝
』
へ
の
本
文
改
定
」
で
、「
応
永
七
年

に
巻
三
ま
で
が
執
筆
さ
れ
た
時
の
「
初
期

花
伝
」
の
原
形
は
、
現
存
五
巻
本
に
見
ら

れ
る
本
文
か
ら
約
三
分
の
一
を
減
じ
た
も

の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

『
花
伝
』
第
一
よ
り
第
三
に
つ
い
て
、

そ
の
序
と
奥
書
と
『
物
学
条
々
』
の
序
を

そ
れ
ぞ
れ
一
条
と
す
る
と
、
全
部
で
二
八

条
あ
り
、『
問
答
条
々
』
第
八
条
と
第
九

条
を
除
く
、
全
二
六
条
中
、
増
補
後
の
現

存
『
花
伝
』
に
お
い
て
も
「
花
」
の
語
を

使
用
し
て
い
な
い
条
は
、
十
二
条
も
あ
る
。

表
章
氏
認
定
の
「
初
期
花
伝
」
に
限
定
す

る
と
、
全
二
四
条
中
十
四
条
に
「
花
」
の

語
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。「
初
期
花

伝
」
で
「
花
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る

の
は
、
『
年
来
稽
古
条
々
』
の
六
条
と
、

『
物
学
条
々
』
の
三
条
（「
物
狂
」「
修
羅
」

「
鬼
」）
と
、『
問
答
条
々
』
の
一
条
（
第
四

条
）
の
十
条
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
こ

の
内
「
鬼
」
に
つ
い
て
は
、
重
田
み
ち
氏

る
べ
し
」「
鬼
の
面
白
か
ら
む
た
し
な
み
、

巌
に
花
の
咲
か
ん
が
ご
と
し（
重
田
氏
の
後

年
増
補
説
）」
等
が
あ
る
が
断
片
的
で
あ
る
。

表
章
氏
は
『
能
・
狂
言
　
Ⅱ
能
楽
の
伝

書
と
芸
論
』
で
、
こ
の
第
九
条
を
「
花
を

知
る
こ
と
が
こ
の
道
の
奥
義
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
、
別
紙
口
伝
に
詳
述
す
る
こ
と

を
暗
示
し
つ
つ
、
種
と
な
る
物
数
を
尽
く

し
、
工
夫
を
極
め
て
こ
そ
花
を
獲
得
で
き

る
と
し
、「
花
は
心
、
種
は
わ
ざ
」
と
結
論

す
る
も
の
の
、
花
と
は
な
ん
で
あ
る
か
を

具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
一
切
し
て
い

な
い
」
と
概
括
さ
れ
て
い
る
。

「
能
（「
物
数
」
の
改
定
ら
し
い
）
を
尽

く
し
、
工
夫
を
極
め
て
後
、
こ
の
花
の
失

せ
ぬ
所
を
知
る
べ
し
…
花
は
心
、
種
は
わ

ざ
な
る
べ
し
」
の
表
現
は
「
初
期
花
伝
」

の
レ
ベ
ル
よ
り
高
次
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
第
九
条
の
「
花
」
は
「
ま
こ
と
の

花
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
田
氏
が
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、『
年
来
稽
古
条
々
』

「
五
十
有
余
」
で
観
阿
弥
の
芸
力
の
高
さ

を
「
ま
こ
と
に
得
た
り
し
花
」
と
悟
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
。
し
か
し
、「
初
期

花
伝
」
で
は
、「
ま
こ
と
の
花
」
を
ど
う
し

た
ら
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
思
想
化

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。「
若
、
別
紙
の
口
伝
に
あ
る
べ
き
か
」

の
一
句
は
、
表
章
氏
の
『
世
阿
弥
禅
竹
』

（
昭
和
四
九
年
四
月
）
で
も
、「
別
紙
口
伝

の
腹
案
は
第
三
執
筆
の
段
階
で
す
で
に
で

き
て
い
た
ら
し
い
」
と
頭
注
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
六
三
年
三
月
の
『
能
・
狂

言
　
Ⅱ
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
』
で
は
、「
増

補
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

第
九
条
の
こ
の
く
だ
り
は
確
か
に
「
別
紙

口
伝
」
の
腹
案
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
『
別
紙
口

伝
』
の
第
一
条
か
ら
第
四
条
が
何
時
出
来

た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
重
田
氏
は

「
初
期
三
書
か
ら
『
花
伝
』
へ
、『
花
伝
』

か
ら
『
風
姿
花
伝
』
へ
」
で
、
そ
れ
ら
は

「
初
期
花
伝
」
と
同
じ
か
、
直
後
と
い
う
見

解
で
あ
る
が
、
筆
者
は
『
別
紙
口
伝
』
の

第
一
条
は
『
奥
義
』
後
の
成
立
と
の
知
見

を
得
た
。
詳
細
は
論
文
に
譲
る
が
、
こ
の

見
解
か
ら
は
、『
問
答
条
々
』
第
九
条
全

体
は
後
年
増
補
の
可
能
性
が
高
い
。

次
に
特
殊
用
語
に
触
れ
て
お
く
。『
問

答
条
々
』
第
九
条
の
問
と
答
の
最
初
の
部

分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
問
。
能
に
花
を
知
る
事
、
此
条
々
を
見

る
に
、
無
上
第
一
な
り
。
肝
要
也
。
又
は
不

審
也
。
是
、
い
か
に
と
し
て
心
得
べ
き
や
」

「
答
。
此
道
の
奥
義
を
極
む
る
所
な
る
べ

し
。
一
大
事
と
も
秘
事
と
も
、
た
ゞ
こ
の

一
道
な
り
」

問
に
あ
る
「
無
上
第
一
」
と
い
う
語
は
、

世
阿
弥
伝
書
で
は
、『
問
答
条
々
』
の
第

七
条
の
増
補
部
分
と
こ
こ
の
問
の
二
箇
所

で
あ
り
、
そ
の
他
「
無
上
＊
＊
」
と
い
う

四
字
熟
語
は
次
の
如
く
、
増
補
か
『
花

伝
』
以
降
の
伝
書
に
し
か
現
れ
な
い
の
で

あ
る
。「
無
上
至
極
」
は
『
問
答
条
々
』
第

五
条
の
増
補
部
分
、「
無
上
大
事
」
は
『
五

音
』
下
、「
無
上
妙
感
」
は
『
三
道
』、「
無

上
妙
体
」
は
『
却
来
華
』、「
無
上
無
味
」

は
『
申
楽
談
儀
』
に
見
ら
れ
る
。

次
に
、
答
に
あ
る
「
秘
事
」
と
い
う
語

は
、『
花
伝
』
第
一
よ
り
第
三
で
は
、
他
に
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所
収
歌
は
、
喜
多
姓
の
作
者
の
分
は
高

林
吟
二
氏
『
北
流
正
史
』
（
私
家
版
。
雑

誌
『
喜
多
』
昭
和
49
年
夏
号
〜
54
年
冬
号

に
転
載
）
に
、
各
人
作
の
道
歌
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
も
の
（
出
典
不
明
）
と
一

致
す
る
。
以
下
、
喜
多
姓
の
作
者
に
つ
い

て
は
『
北
流
正
史
』
の
参
看
を
願
う
と
し

て
歌
数
の
み
記
し
、
そ
れ
以
外
は
歌
も
併

せ
て
列
挙
し
た
い
。

・
喜
多
寿
硯
（
初
世
長
男
。
家
督
は
継
が

ず
）
…
３

・
喜
多
悠
山
（
三
世
。
後
に
将
軍
綱
吉
の

近
習
と
な
り
中
条
丹
波
守
、
隠
居
し
て

祐
山
と
称
す
）
…
11

・
喜
多
古
能
（
九
世
）
…
30

・
喜
多
盈
親
（
十
世
）
…
２
／
喜
多
寿
山

（
十
世
別
称
）
…
２

・
喜
多
長
景
（
十
一
世
）
…
２
／
喜
多
遊

斎
（
十
一
世
別
称
）
…
２

・
宝
生
将
監
…
方
角
は
四
方
正
面
あ
る
中

に
後
ろ
正
面
特
に
大
事
よ
／
得
か
た
き

は
芸
あ
る
人
と
は
く
し
き
よ
万
貨
に
ま

さ
る
宝
な
り
せ
は

・
金
春
即
夢
・
鶯
も
能
師
に
附
は
妙
と
な

る
人
も
よ
き
師
を
尋
ね
て
そ
つ
け
／
手

足
さ
へ
心
の
侭
に
な
ら
ぬ
な
り
お
の
れ

学
ひ
て
物
に
な
る
か
は
／
師
を
頼
む
人

こ
そ
大
事
の
大
事
な
れ
こ
こ
ろ
あ
く
ま

て
せ
ん
さ
く
も
よ
く

・
観
世
織
部
…
教
へ
す
に
誉
れ
は
弟
子
の

よ
ろ
こ
ハ
ん
教
訓
す
れ
は
気
に
あ
わ
す

し
て
／
鬼
事
ハ
半
臂
の
肩
を
ぬ
が
ぬ
も

の
功
者
の
人
ハ
も
ぎ
ど
う
に
せ
よ
／
上

手
に
ハ
な
ら
れ
ぬ
物
と
聞
し
か
と
習
ひ

w

て
至
る
と
こ
ろ
を
／
夢
中
な
る
学

ひ
盛
り
に
学
は
す
ハ
お
の
れ
の
ミ
か
は

父
祖
の
恥
な
り

・
宮
増
弥
左
衛
門
…
年
ふ
れ
ハ
変
る
事
の

ミ
多
け
れ
と
鼓
を
は
や
す
謡
手
も
な
し

／
曲
を
し
れ
曲
の
中
に
も
曲
か
あ
る
曲

う
た
わ
さ
れ
は
囃
さ
れ
は
せ
し

・
嶌
屋
吉
兵
衛
…
能
と
云
ふ
文
字
弁
へ
ぬ

其
人
に
能
を
教
ゆ
る
無
理
な
師
匠
そ

・
小
堀
遠
州
…
其
道
は
壱
よ
り
習
ひ
十
を

知
り
十
よ
り
か
へ
る
元
の
ひ
と
つ
に

喜
多
寿
硯
や
悠
山
は
、
喜
多
流
の
初
期

の
人
物
だ
が
、
古
能
に
よ
っ
て
伝
書
の
整

理
と
再
編
が
行
わ
れ
た
際
、
彼
ら
の
間
で

授
受
さ
れ
た
伝
書
（
彦
根
城
博
物
館
蔵

『
能
覚
書
』
等
）
が
最
重
要
視
さ
れ
た
。
彼

ら
の
道
歌
も
、
同
じ
く
大
切
に
扱
わ
れ
た

だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
寿
硯
は
、
実
子
清
七

生
敬
や
そ
の
生
母
と
と
も
に
、
貞
室
編
の

『
玉
海
集
』（
明
暦
二
年
刊
）
に
発
句
が
入

集
す
る
な
ど
、
文
芸
へ
の
造
詣
が
深
か
っ

た
（
表
章
氏
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』）。

金
春
即
夢
（
九
世
八
郎
元
信
）
は
、
江

戸
初
期
の
名
人
と
称
さ
れ
、
喜
多
流
祖
の

古
七
大
夫
の
一
代
後
の
世
代
で
あ
る
。
本

書
中
、
喜
多
遊
斎
作
の
「
今
春
の
即
夢
か

教
へ
聞
伝
へ
守
る
人
に
ハ
下
手
な
か
り
け

り
」
に
は
、
最
大
級
の
敬
意
が
表
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
宝
生
将
監
は
、

即
夢
と
同
世
代
で
後
に
古
将
監
と
称
さ
れ

た
、
八
世
九
郎
重
友
と
見
て
よ
か
ろ
う
か
。

宮
増
弥
左
衛
門
（
親
賢
）
は
、
小
鼓
観

世
流
の
始
祖
と
さ
れ
る
名
手
だ
が
、
本
書

の
「
年
ふ
れ
ハ
…
」
は
、
表
章
氏
が
「
音

曲
道
歌
雑
考
」（『
能
楽
史
新
考
（
二
）』）

で
紹
介
さ
れ
た
、
天
文
十
二
年
の
親
賢
自
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は
『
物
学
条
々
』
の
「
物
狂
」
と
『
問
答

条
々
』
の
第
七
条
の
み
で
あ
る
。
前
者
の

箇
所
は
表
章
氏
に
よ
り
、
後
者
の
箇
所
は
、

伊
藤
正
義
氏
に
よ
り
後
年
増
補
と
さ
れ
、

ま
た
表
章
氏
に
追
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
奥
書
に
「
他
人
に
秘
密
を
漏
ら
し
て

は
い
け
な
い
」
旨
の
表
記
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、『
花
伝
第
六
花
修
』『
花
伝

第
七
別
紙
口
伝
』
以
降
で
あ
る
。『
問
答

条
々
』
末
の
後
年
増
補
と
さ
れ
る
奥
書
に

も
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
な
い
こ
と
か
ら

も
、
こ
の
第
九
条
の
「
秘
事
」
は
こ
の
奥
書

以
降
の
増
補
の
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
第
九
条
は
こ
の
条
々
の

最
終
条
で
あ
る
が
、
表
章
氏
に
よ
れ
ば
、

そ
の
前
条
の
八
条
に
関
し
て
、「
全
体
の
論

旨
の
遊
離
性
や
「
風
情
」
の
語
義
の
特
異

性
か
ら
、
第
八
条
の
「
し
ほ
れ
た
る
」
の

論
は
全
体
が
増
補
で
あ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
第

八
・
九
条
の
両
条
全
体
が
増
補
と
考
え
た

方
が
繋
が
り
が
よ
い
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、『
問
答
条
々
』
七
条
が
最
後

で
は
、「
花
の
論
」
の
最
後
と
し
て
納
ま
り

が
悪
い
と
の
反
論
が
出
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、「
初
期
花
伝
」
は
序
文
も
跋
文
も

な
く
、「
花
の
論
」
と
い
っ
て
も
、『
年
来
稽

古
条
々
』
に
重
点
の
あ
る
段
階
の
書
と
考

え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

喜
多
流
の
道
歌
集

―
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
藻
汐
草
』―

米
田

真
理

本
書
は
、
幕
末
の
津
軽
藩
お
抱
え
役
者

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

－ 3 －

で
あ
っ
た
喜
多
流
の
紀
喜
和
（
旧
姓
野

添
）
に
よ
っ
て
、
明
治
二
十
六
年
に
編
集

さ
れ
、
九
世
喜
多
七
大
夫
古
能
の
作
歌
を

中
心
に
、
六
十
四
首
を
収
め
た
道
歌
集
で

あ
る
。
縦
十
三
・
四
セ
ン
チ
、
横
十
九
・

七
セ
ン
チ
。
表
紙
は
厚
め
の
楮
紙
で
、
中

央
部
に
「
藻
汐
艸
」
と
直
書
。
袋
綴
十

紙
。「
徳
川
宗
敬
氏
寄
贈
」
の
印
を
有
す
。

喜
和
の
序
跋
に
よ
れ
ば
、「
七
太
夫
長

景
氏
之
教
授
」（
跋
）
に
よ
り
、
古
能
が

「
常
に
初
心
の
輩
に
一
口
の
狂
哥
を
以
て

し
め
せ
し
」
歌
を
、
喜
和
が
「
伊
呂
波
に

よ
せ
て
藻
汐
草
と
な
ん
名
つ
け
」（
以
上

序
）
編
ん
だ
も
の
と
い
う
。
十
一
世
長
景

は
喜
和
の
直
接
の
師
匠
で
、
古
能
の
実
子

で
あ
る
。
喜
和
は
、
同
館
蔵
の
古
能
著

『
寿
福
鈔
』（
寛
政
十
一
年
。
喜
和
識
語
は

天
保
十
二
年
、
写
本
年
記
は
明
治
二
十
二

年
）
に
も
、
長
景
の
聞
書
を
交
え
た
識
語

を
添
え
て
い
る
。

序
文
に
は
、『
寿
福
鈔
』
や
、
同
じ
く
古

能
著
の
謡
伝
書
『
謡
曲
悪
魔
払
』
か
ら
の

引
用
が
多
く
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
「
喜
多

七
太
夫
古
能
氏
大
に
奮
励
再
起
し
、
且
ツ

氏
の
曰
ク
、
往
古
の
能
楽
の
書
す
大
道
を

記
し
、
各
修
業
鍛
錬
を
以
て
之
レ
を
知
り
、

上
手
銘
人
の
境
に
至
り
し
も
、
後
世
の
人

ハ
記
憶
劣
り
懶
惰
に
し
て
其
道
を
知
る
不

能
」
と
い
う
部
分
は
『
寿
福
鈔
』
の
序
文

に
、
ま
た
、「
諸
芸
の
い
ま
し
め
に
、
修
行

す
わ
ざ
七
歩
・
理
三
歩
に
心
懸
す
は
、
成

就
し
か
た
し
」
と
い
う
部
分
は
『
謡
曲
悪

魔
払
』
の
「
事
理
合
体
之
修
行
之
事
」
に
、

ほ
ぼ
同
文
が
見
ら
れ
る
。
喜
和
の
、
古
能

に
対
す
る
憧
憬
が
感
じ
ら
れ
る
。
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こ
と
が
自
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
領
域
で
あ
っ
た
。

ど
ん
な
絵
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
ず
は

そ
の
探
索
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
い
う
状
況
の
中
で
、
国
立
能
楽
堂
が

絵
画
資
料
の
収
集
も
手
が
け
て
く
れ
て
い

る
こ
と
は
有
り
難
い
こ
と
だ
っ
た
。
さ
し

て
数
多
く
な
い
（
と
思
わ
れ
る
）
狂
言
絵
画

資
料
の
、
多
く
は
個
人
蔵
で
あ
っ
て
、
市

場
に
出
て
も
か
な
り
の
高
額
、
研
究
の
た

め
に
実
見
に
及
ぶ
機
会
は
な
か
な
か
得
が

た
い
。
平
成
13
年
３
月
に
は
能
楽
堂
所
蔵

の
資
料
の
一
部
が
「
収
蔵
資
料
図
録
〈
Ⅰ
〉

―
文
献
・
絵
画
Ⅰ
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。

今
後
の
研
究
に
お
お
い
に
資
す
る
も
の
と

喜
ば
し
い
。

こ
こ
で
右
図
録
所
収
の
中
の
、
筆
者
の

特
定
さ
れ
て
い
な
い
二
点
の
資
料
の
、
筆

者
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
一
点
は

「
狂
言
画
帖
」
、
も
う
一
点
は
「
能
狂
言

画
帖
」
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
図
録
に
お
け

る
題
名
）
。
と
も
に
図
録
の
解
説
で
は
制

作
年
代
を
江
戸
時
代
後
期
と
す
る
。
さ
て

「
狂
言
画
帖
」
の
筆
者
は
誰
か
。
「
狂
言

画
帖
」
は
平
成
10
年
の
収
蔵
資
料
展
に
お

い
て
伊
勢
門
水
筆
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
こ
れ
は
間
違
い
で
、
そ
の
後
の
展
示
か

ら
は
筆
者
名
は
記
さ
れ
ず
、
図
録
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
平
成
７
年

刊
の
三
省
堂
「
狂
言
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に

引
か
れ
た
「
狂
言
画
帖
」
が
伊
勢
門
水
画

と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
時
点
ま
で
の
国

立
能
楽
堂
の
筆
者
認
定
の
誤
り
を
受
け
継

い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。）
さ
て
「
狂
言
画

帖
」
の
作
風
に
近
い
狂
言
絵
を
探
し
て
み

作
自
筆
道
歌
集
の
「
と
し
ふ
れ
ば
か
ハ
る

事
の
ミ
お
ゝ
き
中
に
つ
ゞ
ミ
を
は
や
す
う

た
ひ
て
も
が
な
」
の
変
形
で
あ
る
。
な
お
、

同
歌
集
に
は
「
を
し
へ
ず
と
ほ
め
バ
で
し

こ
の
き
ニ
あ
ハ
む
け
ふ
く
ん
を
せ
バ
き
に

ハ
あ
ハ
じ
な
」
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
観

世
織
部
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

嶌
屋
吉
兵
衛
は
水
戸
藩
お
抱
え
の
能
役

者
で
、
古
七
大
夫
弟
子
の
二
代
目
、
寿
硯

弟
子
の
三
代
目
、
喜
多
流
七
世
十
大
夫
定

能
の
娘
を
妻
と
し
た
五
代
目
、
そ
の
後
見

役
で
あ
っ
た
松
田
又
八
（
忠
之
）
改
め
六

代
目
な
ど
が
、
喜
多
流
と
縁
が
あ
る
。

こ
の
他
、
遠
州
流
茶
道
の
祖
で
、
後
に

千
利
休
・
古
田
織
部
と
と
も
に
三
大
茶
人

と
称
さ
れ
た
、
小
堀
遠
州
の
作
が
含
ま
れ

る
の
も
、
興
味
深
い
。
全
体
と
し
て
本
書

は
、
伝
承
の
「
名
人
」
の
歌
を
も
織
り
交

ぜ
つ
つ
、「
喜
多
家
之
中
興
」（
鴻
山
文
庫

蔵
『
喜
多
流
仕
舞
附
』）
と
称
さ
れ
た
古

能
や
、
そ
の
後
継
者
の
記
念
碑
的
歌
集
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

※
本
書
の
存
在
に
つ
い
て
、
塩
村
耕
氏
よ

り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

国
立
能
楽
堂
蔵
「
狂
言
画
帖
」

「
能
狂
言
画
帖
」
の
筆
者
は
誰
か

藤
岡
　
道
子

狂
言
の
絵
画
資
料
を
精
査
し
よ
う
と
思

い
立
っ
て
三
、
四
年
が
過
ぎ
た
。
絵
画
資

料
は
、
狂
言
の
歴
史
、
演
出
史
の
資
料
と

し
て
、
と
く
に
映
像
資
料
の
無
い
近
代
以

前
に
お
い
て
は
有
効
に
働
く
も
の
で
あ
る

る
と
、
行
き
当
た
る
の
は
玉
手
菊
洲
の
作

品
で
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の

雑
誌
「
能
楽
」
の
裏
表
紙
絵
が
そ
れ
で
、

制
作
年
も
確
定
で
き
る
玉
手
菊
洲
の
基
準

作
で
あ
る
。
こ
の
二
点
を
引
き
合
わ
せ
て

比
べ
れ
ば
、
人
物
の
顔
貌
、
動
態
の
描
き

方
が
極
め
て
近
い
。
ま
た
各
図
の
方
朱
印

二
個
の
押
し
方
も
似
て
お
り
、
「
狂
言
画

帖
」
、「
能
楽
」
裏
表
紙
絵
の
印
は
同
じ
で

は
な
い
が
上
の
印
が
と
も
に
「
玉
」
の
印

で
あ
る
と
読
め
る
。「
狂
言
画
帖
」
の
筆
者

は
玉
手
菊
洲
と
し
て
よ
い
と
思
う
。
参
考

ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
三
番
叟
図
を
こ
こ
に

掲
げ
る
。

つ
ぎ
に
「
能
狂
言
画
帖
」
の
筆
者
に
つ

い
て
考
え
た
い
。
「
能
狂
言
画
帖
」
の
作

風
が
「
狂
言
画
帖
」
に
近
い
こ
と
は
図
録

を
手
元
に
し
て
比
較
し
て
み
れ
ば
明
ら
か

だ
ろ
う
。
人
物
の
衣
装
の
文
様
や
色
彩
は

ほ
と
ん
ど
共
通
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

た
だ
顔
貌
の
表
現
が
い
さ
さ
か
違
う
の
で
、

同
じ
筆
者
か
ど
う
か
が
危
ぶ
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
非
常
に
近
い
作
風
だ
が
少
し
違
う
。

と
な
る
と
当
然
「
狂
言
画
帖
」
の
筆
者
玉

手
菊
洲
の
周
辺
の
画
家
を
探
す
こ
と
に
な

ろ
う
。
玉
手
菊
洲
に
は
兄
玉
手
梅
洲
、
父

玉
手
棠
洲
が
い
て
、
と
も
に
画
家
で
あ
り
、

能
狂
言
絵
を
描
い
て
い
た
。
父
棠
洲
に
師

事
し
た
二
人
の
兄
弟
の
作
風
は
近
く
、
お

そ
ら
く
父
も
同
じ
よ
う
な
作
風
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

玉
手
梅
洲
の
能
狂
言
絵
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
新
資
料
が

紹
介
さ
れ
（
気
多
恵
子
「
『
ま
つ
の
拍
子
』

『
み
つ
の
な
か
れ
』
」
―
武
蔵
野
女
子
大

能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
No.
12
）
、ま
た
別
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狂
言
「
粟
田
口
」
と
「
井
杭
」
。
衣
装
は

ほ
と
ん
ど
共
通
で
あ
る
が
顔
貌
の
表
現
が

や
は
り
少
し
違
う
。
「
能
狂
言
画
帖
」
が

玉
手
菊
洲
で
も
な
く
梅
洲
で
も
な
い
と
す

れ
ば
、
そ
こ
で
棠
洲
で
あ
る
可
能
性
が
出

て
く
る
。
「
能
狂
言
画
帖
」
を
次
に
棠
洲

の
転
写
本
「
散
楽
図
」
と
比
較
し
て
み
る
。

の
新
資
料
を
拙
稿
で
も
紹
介
し
た（
藤
岡
「

玉
手
梅
洲
の
能
狂
言
絵
」
―
聖
母
女
学
院

短
大
紀
要
No.
31
）
。
玉
手
棠
洲
に
つ
い
て
は

管
見
に
入
っ
た
資
料
と
し
て
、
名
古
屋
市

某
家
に
「
散
樂
図
」
な
る
棠
洲
の
作
品
の

写
し
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
棠
洲
の
作

風
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
能
狂

言
画
帖
」
を
こ
れ
ら
の
作
品
と
比
較
し
て
、

筆
者
が
梅
洲
か
棠
洲
か
検
討
し
て
み
よ
う
。

似
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
て

し
か
し
「
能
狂
言
画
帖
」
96
図
が
す
べ
て

「
散
楽
図
」
32
図
に
近
い
わ
け
で
は
な
く
、

「
能
狂
言
画
帖
」
は
玉
手
棠
洲
筆
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
、
現
段
階
で
は
言
う
に

留
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
狂
言
画
帖
」
筆
者
は
玉
手
菊
洲
、
「
能

狂
言
画
帖
」
は
玉
手
棠
洲
か
、
と
い
う
の

が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
絵
画
の
読
み
に

つ
い
て
は
お
お
か
た
の
ご
叱
正
を
乞
い
た

い
と
思
う
。

能
面
の
鑑
定
に
面
打
ち
家
の
当
主
が
当

た
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、

従
来
こ
れ
ら
の
面
は
、
複
数
の
人
が
鑑
定

を
重
ね
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
親
の
鑑

定
し
た
物
を
子
供
や
孫
が
鑑
定
を
重
ね
る

と
言
う
こ
と
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
り
、

別
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
面
が

大
野
出
目
家
が
代
々
所
蔵
し
て
、
制
作
の

手
本
面
と
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

出
目
家
を
相
続
し
た
当
主
が
、
面
打
ち

家
と
し
て
最
も
大
切
な
こ
れ
ら
の
面
に
自

分
の
花
押
を
重
ね
書
入
れ
た
と
考
え
る
と
、

こ
の
よ
う
に
歴
代
の
花
押
が
並
ん
で
い
て

も
お
か
し
く
な
い
。

能
面
の
制
作
に
は
薄
板
や
厚
紙
に
よ
っ

て
色
々
な
個
所
の
断
面
の
形
を
写
し
た
切

り
形
を
使
用
す
る
が
、
顔
の
微
妙
な
表
情

を
表
現
す
る
に
は
、
切
り
形
だ
け
で
制
作

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
手
本
の
面
を
手

近
に
置
い
て
写
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

切
り
形
は
正
確
に
写
す
た
め
の
補
助
手
段

で
あ
る
と
考
え
た
方
が
良
い
。

現
代
の
よ
う
に
写
真
は
存
在
せ
ず
、
ス

ケ
ッ
チ
に
色
の
指
定
を
描
い
た
「
能
面
彩

色
手
控
巻
」
な
ど
が
残
さ
れ
て
は
い
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
制
作
に
使
え
る
物

で
は
な
い
。

著
名
な
面
を
写
す
機
会
が
あ
っ
た
と
き

に
制
作
し
た
面
や
、
良
い
面
を
手
に
入
れ

た
と
き
に
は
、
家
の
手
本
面
と
し
て
大
切

に
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

喜
多
古
能
は
、
大
野
出
目
家
三
代
助
左
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「能狂言画帖」翁

世
襲
面
打
家
・

大
野
出
目
家
の
手
本
面保

田
　
紹
雲

能
面
の
面
裏
に
は
名
前
や
烙
印
、
花
押

な
ど
で
の
人
名
が
印
さ
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
。

こ
れ
ら
の
名
前
に
は
、
そ
の
面
の
制
作

者
名
、
鑑
定
さ
れ
た
作
者
名
、
鑑
定
し
た

人
の
名
、
面
の
所
有
者
名
、
奉
納
し
た
願

主
名
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、

鑑
定
さ
れ
た
作
者
名
に
添
え
て
、
世
襲
面

打
家
・
大
野
出
目
家
の
四
代
洞
白
満
喬
、

五
代
洞
水
満
矩
（
満
毘
）
、
六
代
甫
閑
満

猶
、
七
代
友
水
庸
久
、
の
名
前
花
押
が
面

裏
に
複
数
連
署
さ
れ
て
い
る
一
群
の
面
が

み
ら
れ
る
。
本
文
は
こ
れ
に
つ
い
て
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。
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が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
人
の
生
存
年
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
面
の
所
蔵
の
変
遷
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

江
戸
中
期
以
降
、
お
得
意
様
で
あ
っ
た

将
軍
家
や
大
名
家
も
財
政
が
厳
し
く
な
り
、

ま
た
能
道
具
も
一
通
り
揃
っ
て
新
規
の
購

入
の
必
要
も
な
く
な
り
、
面
の
注
文
は
少

な
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
一
方
、

極
め
付
き
の
上
等
品
は
何
を
置
い
て
も
求

め
た
い
と
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
大
名

は
多
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
狙
わ
れ
る
の
は
世
襲
面
打
家
の
歴
代

の
手
本
面
で
、
出
目
家
か
ら
の
面
の
流
出

は
そ
う
い
っ
た
時
代
背
景
の
も
と
に
次
第

に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

豊
橋
・
魚
町
能
楽
保
存
会
は
譜
代
大
名

で
あ
る
吉
田
藩
主
・
松
平
（
大
河
内
）
家

に
伝
え
ら
れ
た
面
装
束
を
保
存
し
て
い
る

が
、
こ
こ
の
平
太
（
重
要
美
術
品
）
に
は
、

龍
右
衛
門
作
「
満
毘
花
押
」「
庸
久
花
押
」

（
以
上
金
泥
）「
観
世
太
夫
」（
清
尚
）「
花
押
」

（
以
上
朱
書
）
と
あ
り
、
そ
の
没
年
は
、
洞
水

満
毘
（
〜
一
七
二
七
）
友
水
庸
久
（
〜
一
七

六
六
）観
世
清
尚（
一
七
二
七
〜
一
七
八
二
）

で
、
こ
の
面
は
大
野
出
目
家
を
離
れ
て
観
世

清
尚
家
を
経
由
し
て
幕
府
の
要
職
に
あ
っ
た

松
平（
大
河
内
）家
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
文
が
少
な
く
な
っ
て
も
幕
末
ま
で
は

な
ん
と
か
家
業
を
続
け
て
い
た
大
野
出
目

家
も
明
治
に
な
っ
て
大
野
姓
に
も
ど
り
、

面
打
ち
を
廃
業
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
大
野
出
目
家
当
主
連
署
の
面

が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
国

立
博
物
館
で
あ
る
。

「
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
仮
面

衛
門
は
面
を
打
た
な
か
っ
た
が
「
是
閑
よ

り
伝
わ
り
候
品
と
も
（
＝
手
本
面
）」
を
持

ち
伝
え
て
い
た
と
記
し
て
い
る
し
、「
能
面

目
利
書
・
細
工
各
伝
」
に
は
大
野
出
目
家

の
洞
白
、
洞
水
、
甫
閑
、
友
水
と
総
じ
て

作
者
と
し
て
の
良
い
批
評
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
か
ら
大
野
出
目
家
に
は
良
い

手
本
面
が
身
近
に
揃
っ
て
い
た
こ
と
を
容

易
に
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

因
州
池
田
家
伝
来
面
で
、
野
村
蘭
作
師

蔵
の
大

見
・
洞
水
作
の
面
裏
に
は
、「
本

面
出
目
洞
水
方
に
有
」「
直
に
洞
水
写
之
」

と
あ
り
、
能
面
制
作
の
手
本
面
が
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
大
野
出
目
家
伝
書
」〔
明
和
七
年
（
一

七
七
一
）〕
に
は
大
野
出
目
家
の
面
の
名

寄
せ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
面
は
、
注
文
を
受
け
れ
ば
制

作
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ

の
手
本
と
な
る
面
は
総
て
所
持
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。

既
刊
の
能
・
狂
言
面
図
録
で
面
裏
の
写

真
の
あ
る
も
の
の
中
か
ら
、
該
当
す
る
一

群
の
面
三
十
二
面
に
つ
い
て
面
裏
の
銘
記

を
調
べ
る
と
、
四
代
洞
白
の
も
の
は
二
面

の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
洞
白
が
鑑
定
し
た

物
（
＝
鑑
定
印
）
で
あ
ろ
う
。

「
是
閑
よ
り
伝
わ
り
候
品
と
も
」
や
洞

白
鑑
定
の
も
の
も
含
め
て
、
家
代
々
持
ち

伝
え
る
べ
き
手
本
面
の
総
て
に
銘
記
し
た

の
は
五
代
洞
水
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
六

代
甫
閑
、
七
代
友
水
と
そ
れ
を
継
い
だ
と

思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
面
裏
に
大
野
出
目
家
以
外
の

人
の
花
押
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

篇
」
の
序
文
に
「
明
治
十
年
に
収
納
さ
れ

た
百
十
面
の
出
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
面

裏
に
「
大
蔵
家
」「
観
世
太
夫
」
と
記
し

た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
出
所
を
想
像
さ

れ
る
。」
と
あ
る
。

こ
の
推
定
さ
れ
る
出
所
に
、
大
野
出
目

家
か
ら
直
接
、
あ
る
い
は
大
野
出
目
家
か

ら
ま
と
ま
っ
て
流
れ
た
先
か
ら
、
が
加
わ

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

参
考
文
献

東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
・
仮
面
篇
　
Ｓ
45

東
京
国
立
博
物
館
発
行

能
の
お
も
て

中
西
通
著
　
Ｈ
10

玉
川
大
学
出
版
部
発
行

能
面
〔
鑑
賞
と
打
ち
方
〕
・
堀
安
右
衛
門
ほ
か
著

Ｈ
10

淡
交
社
発
行

能
狂
言
―
豊
橋
魚
町
の
面
と
装
束
―
Ｈ
10

豊
橋
市
美
術
博
物
館
編
集
発
行

梅
若
万
三
郎
家
・
能
面
手
鑑
　
Ｈ
９
　

玉
川
大
学
出
版
部
発
行

能
面
目
利
書
・
喜
多
古
能
・
寛
政
七
年
（
１
７
９
５
）

能
面
検
討
・
入
江
美
法
Ｓ
18

春
秋
社
松
柏
館

観
る
・
内
藤
泰
二
著
Ｈ
５
内
藤
泰
二
著
述
集
刊
行
会

謡
曲
界
・
Ｓ
８
／
５
／
１
第
３
７
巻
第
４
号
Ｐ
121

出
目
元
休
襲
名
に
つ
い
て

芸
能
史
研
究
№
24
・
１
９
６
５
／
１
／
３
０

明
治
の
能
面
制
作
・
中
村
保
雄

演
劇
研
究
№
18
Ｈ
７
／
３
　
能
面
模
作
の
技
術
―

そ
の
実
態
と
能
面
作
家
に
つ
い
て
・
中
村
保
雄

芸
能
史
研
究
№
10
・
１
９
６
５
／
７
／
３
０

近
江
須
賀
神
社
の
能
面
・
中
村
保
雄

「
金
剛
家
の
面
」
と

既
刊
図
録
の
比
較
か
ら保

田
　
紹
雲

金
剛
流
二
十
六
世
宗
家
継
承
記
念
と
し

て
金
剛
宗
家
か
ら
豪
華
な
能
面
写
真
集
「
金

剛
家
の
面
」
金
剛
永
謹
著
が
出
版
さ
れ
た
。

金
剛
家
秘
蔵
の
能
面
の
写
真
集
は
過
去

に
何
度
か
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

と
比
較
し
て
、
今
回
の
も
の
は
写
真
が
格

段
に
美
し
く
撮
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
能

面
研
究
に
欠
か
せ
な
い
面
裏
の
写
真
が
原

寸
大
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
収
録
さ

れ
て
い
る
面
は
九
十
八
面
で
今
ま
で
の
も

の
よ
り
最
も
多
い
。

過
去
の
図
録
に
あ
っ
て
今
回
含
ま
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
が
、
新
し
く
収
蔵
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
面
を
含
む
未
発
表
の
写
真

は
二
十
六
面
に
及
ん
で
い
て
、
そ
の
内
に

は
過
去
の
図
録
で
は
所
有
者
が
異
な
っ
て

い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
所
蔵
者

の
変
遷
が
確
認
さ
れ
る
数
面
に
つ
い
て
、

他
の
文
献
な
ど
も
含
め
て
紹
介
し
た
い
。

（
Ｚ
は
図
版
番
号
、
Ｐ
は
ペ
ー
ジ
）

第
八
八
図
　
猿
飛
出
　
赤
鶴
一
透
斎
作

（
新
規
収
録
）

＊
「
能
楽
古
面
集
・
梧
桐
書
院
Ｓ
十
三
年

発
行
Ｚ
２
」
に
カ
ラ
ー
印
刷
で
鈴
木
忠

右
衛
門
蔵
と
あ
る
。

＊
「
能
と
能
面
・
金
剛
巌
著
・
弘
文
堂
書

房
Ｓ
十
五
」
に
は
「
金
剛
流
皆
伝
の
家

柄
で
あ
っ
た
大
阪
・
千
種
屋
平
瀬
家
に

あ
っ
た
猿
飛
出
（
い
ま
日
野
の
鈴
木
忠

右
衛
門
氏
所
蔵
）（
中
略
）
の
面
は
私

の
祖
父
禎
之
助
が
非
常
に
愛
し
て
お
っ

て
、
三
十
五
で
大
阪
で
没
し
た
そ
の
病

床
に
ま
で
千
種
屋
か
ら
借
り
出
し
て
か

か
げ
て
い
た
と
い
う
。」
と
あ
る
。

＊
「
観
る
・
内
藤
泰
二
Ｐ
119
上
」
で
、
猿

飛
出
（
日
野
・
鈴
木
忠
右
衛
門
氏
蔵
）

に
つ
い
て
「
②
図
（
猿
飛
天
・
宝
生
宗

家
蔵
）
の
弟
分
と
い
っ
た
感
じ
で
す
が
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で
あ
る
。
ま
た
、

＊
「
能
面
・
駸
々
堂
Ｚ
37
」
鼓
悪
尉
（
作

者
不
詳
）」
が
同
一
面
で
駸
々
堂
は
所

蔵
者
を
公
表
し
て
い
な
い
が
別
途
入
手

し
た
資
料
で
吉
田
家
蔵
と
あ
る
。

＊
「
観
る
・
内
藤
泰
二
Ｐ
29
中
」
で
鼓
悪

尉
を
紹
介
し
て
「
こ
う
い
う
古
格
の
あ

る
秀
作
が
、
ど
う
し
て
能
家
を
離
れ
て

所
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
、
詮
し
た
い

気
に
な
り
ま
す
。」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

内
藤
泰
二
師
は
こ
の
鼓
悪
尉
が
元
金
剛

の
珍
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

て
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
。

こ
の
面
の
所
蔵
の
流
れ
は
、
滋
賀
県
・
鈴

木
忠
右
衛
門
家
（
能
楽
古
面
集
Ｚ
56
）→

京

都
・
吉
田
家（
能
面
・
駸
々
堂
Ｚ
37
）→

金
剛

家
（
金
剛
家
の
面
Ｚ
82
）
と
な
る
。

第
四
十
図
　
小
面
　
石
川
龍
右
衛
門
作

（
新
規
収
録
）

＊
「
能
面
・
駸
々
堂
１
１
９
図
」
と
同
一

面
。
所
蔵
者
は
公
表
し
て
い
な
い
が
別
途

入
手
し
た
資
料
で
は
吉
田
家
蔵
で
あ
る
。

＊
「
雑
誌
・
能
楽
評
論
５
号
・
秦
氏
昭
所

持
の
小
面
・
中
村
保
雄
稿
」
で
京
都
・

吉
田
家
所
蔵
と
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
こ

の
「
雑
誌
・
能
楽
評
論
」
の
誌
上
で
中

村
保
雄
氏
と
内
藤
泰
二
氏
が
真
贋
の
誌

上
論
争
を
繰
り
広
げ
た
。

５
号
（
１
９
７
４
）
「
秦
氏
昭
所
持
の

小
面
・
中
村
保
雄
稿
」
秦
氏
昭
銘
小

面
を
雪
の
小
面
以
前
の
金
春
本
面
と

鑑
定
し
た
。

７
号
「
氏
昭
銘
小
面
波
紋
内
藤
泰
二
稿
」

８
号
「
氏
昭
小
面
余
波
内
藤
泰
二
稿
」

悪
心
外
道
の
趣
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
つ

よ
く
、
②
図
の
発
展
型
と
思
わ
れ
ま

す
。」
と
あ
り
、「
能
と
能
面
・
金
剛
巌

著
」
の
「
金
剛
禎
之
助
師
（
謹
之
助
の

実
父
）
が
非
常
に
愛
し
て
お
っ
て
、

再
々
鵺
の
替
の
型
を
演
じ
、
病
歿
の
床

に
ま
で
千
草
屋
か
ら
借
り
出
し
て
か
か

げ
て
い
た
由
。」
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
面
の
所
蔵
の
変
遷
は
、
大
阪
・
千
種
屋

平
瀬
家
（
能
と
能
面
Ｐ
36
）→
滋
賀
県
・
鈴

木
忠
右
衛
門
家
（
能
楽
古
面
集
Ｚ
２
）→

金
剛
家（
金
剛
家
の
面
Ｚ
88
）と
な
る
。

第
六
三
図
　
般
若
　
石
川
龍
右
衛
門
作

（
新
規
収
録
）

＊
「
能
楽
古
面
集
・
梧
桐
書
院
Ｓ
十
三
年

発
行
Ｚ
12
」
に
般
若
　
石
川
龍
右
衛
門

作
　
鈴
木
忠
右
衛
門
蔵
と
あ
る
。

＊
「
観
る
・
内
藤
泰
二
Ｐ
69
中
」
に
、
こ

の
般
若
を
紹
介
し
て
「
こ
れ
な
ら
古
様

な
が
ら
現
行
の
能
に
使
え
ま
す
。
額
の

皮
膚
が
頭
蓋
骨
に
貼
り
着
い
た
狭
い
隙

間
を
這
う
癇
癪
静
脈
な
ど
に
追
求
の
厳

し
さ
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
何
流
で
あ

れ
宗
家
に
あ
っ
た
ら
本
面
と
し
て
珍
蔵

さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
ま
た
、

「
同
書
Ｐ
241
」
に
鈴
木
（
忠
）
家
の
般

若
は
古
風
で
面
白
い
」
と
あ
る
。

こ
の
面
の
所
蔵
の
流
れ
は
、
滋
賀
県
・
鈴

木
忠
右
衛
門
家
（
能
楽
古
面
集
Ｚ
12
）→

金
剛
家（
金
剛
家
の
面
Ｚ
63
）と
な
る
。

第
八
二
図
　
鼓
悪
尉
　
赤
鶴
一
透
斎
作

（
新
規
収
録
）

＊
「
能
楽
古
面
集
・
梧
桐
書
院
Ｓ
十
三
年

発
行
Ｚ
56
」
に
鼓
悪
尉
（
作
者
不
詳
）

鈴
木
忠
右
衛
門
蔵
と
あ
る
の
が
同
一
面

７
・
８
号
で
内
藤
泰
二
は
中
村
保
雄
の

鑑
定
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

１
２
号
「
傍
迷
惑
　
中
村
保
雄
稿
」
内

藤
泰
二
の
疑
問
に
中
村
保
雄
は
猛
反

発
し
、
二
人
の
仲
は
断
絶
に
至
っ
た
。

＊
「

能
・
捨
心
の

芸
術
　
桜
間
道
雄
　

Ｓ
47
年
Ｐ
103
」「
能
面
の
真
贋
」
の
中
で

「
昭
和
二
十
六
・
七
年
頃
に
、
藤
井
保
次

郎
氏
が
萩
（
山
口
県
）
の
某
家
か
ら
買
っ

た
の
が
「
雪
」
の
本
物
で
は
な
い
か
と
取

り
沙
汰
さ
れ
た
。（
中
略
）
そ
の
後
そ
れ

を
買
っ
た
と
い
う
京
都
・
某
氏
の
面
を

見
た
が
、
藤
井
氏
の
と
こ
ろ
で
見
た
萩

の
小
面
と
は
ち
が
っ
て
い
た
。
萩
の
小

面
は
裏
の
右
側
に
金
泥
で
細
く
「
竹
田

金
春
」
と
あ
っ
た
が
、
某
氏
の
面
は
金
泥

の
か
わ
り
に
一
刀
彫
り
の
よ
う
に
ふ
か

く
、
し
か
も
大
き
い
字
で
「
竹
田
金
春
」

と
彫
り
つ
け
て
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
偽

作
と
思
わ
れ
た
。」
と
あ
る
。

こ
の
面
の
所
蔵
の
流
れ
は
、
京
都
・
吉
田

家
（
能
面
・
駸
々
堂
Ｚ
119
）→

金
剛
家
（
金

剛
家
の
面
Ｚ
40
）と
な
る
。

牙

見
　
金
剛
氏
成
作

今
回
出
版
の
「
金
剛
家
の
面
」
に
は
入

っ
て
い
な
い
が
、「
牙

見
・
金
剛
氏
成

作
」
が
能
楽
古
面
集
（
梧
桐
書
院
）
５
５

図
に
滋
賀
県
・
鈴
木
忠
右
衛
門
氏
蔵
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
鈴
木
忠
右

衛
門
氏
旧
蔵
で
あ
っ
た
６
３
図
般
若
、
８

２
図
鼓
悪
尉
、
８
８
図
猿
飛
出
が
今
回
の

図
録
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
剛
流

二
十
一
世
氏
成
作
の
こ
の
面
も
一
緒
に
金

剛
家
に
入
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
こ
の
面
は
、
三
井
文
庫
所
蔵
の
赤

鶴
一
透
斎
作
の
金
剛
本
面
の
写
し
で
あ
る
。

（
三
井
家
旧
蔵
能
面
Ｚ
53
）

ま

と

め

こ
れ
ら
面
の
所
蔵
の
変
遷
が
、
面
ご
と

に
個
々
ば
ら
ば
ら
に
に
あ
っ
た
の
で
は
な

く
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
動
い
た
も
の
と

仮
定
す
る
と
、
大
阪
・
千
種
屋
平
瀬
家→

滋

賀
県
・
鈴
木
忠
右
衛
門
家→

京
都
・
吉
田
家

→

金
剛
家
と
い
っ
た
流
れ
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
の
最
初
の
所
蔵
家
で
あ
る
大
阪
・

千
種
屋
平
瀬
家
は
、
金
剛
流
二
十
一
世
氏

成
が
明
治
維
新
後
頼
っ
た
パ
ト
ロ
ン
で
あ

り
、
現
在
、
金
剛
家
に
あ
る
河
内
作
・
孫

次
郎
は
、
氏
成
か
ら
平
瀬
家
へ
譲
ら
れ
た

も
の
で
、
ま
た
、
金
春
家
か
ら
流
出
し
た

雪
の
小
面
を
買
い
止
め
て
お
い
た
の
も
平

瀬
家
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
、
金
剛
家
に

納
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
金
剛
家
と
は
特
別

深
い
関
係
を
持
つ
家
で
あ
る
。

猿
飛
出
・
赤
鶴
一
透
斎
作
を
金
剛
禎
之

助
師
が
愛
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
も
氏

成
が
平
瀬
家
へ
も
た
ら
し
た
坂
戸
金
剛
の

面
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
愛
し
た
理
由

が
た
だ
素
晴
ら
し
い
面
で
あ
る
と
い
う
こ

と
以
上
に
納
得
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

滋
賀
県
・
鈴
木
忠
右
衛
門
家
の
所
蔵
に

は
平
瀬
家
よ
り
移
っ
た
猿
飛
出
・
赤
鶴
一

透
斎
作
の
他
に
、
鼓
悪
尉
・
赤
鶴
一
透
斎

作
、
般
若
・
石
川
龍
右
衛
門
作
、
牙

見
・

金
剛
氏
成
作
も
一
緒
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
牙

見
・
金
剛
氏
成
作
も
氏
成
が

平
瀬
家
へ
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
に
は
無
理
が
な
い
。
さ
ら
に
他
の
二
面

も
金
剛
氏
成
に
よ
っ
て
平
瀬
家
へ
も
た
ら

さ
れ
た
坂
戸
金
剛
の
面
で
あ
っ
た
の
で
は
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生
か
ら
、「『
梅
若
実
日
記
』
刊
行
の
相
談

を
し
た
い
か
ら
上
京
せ
よ
」
と
の
連
絡
が

入
り
、
私
は
緊
張
し
つ
つ
早
大
本
部
構
内

の
演
劇
博
物
館
に
赴
い
た
。
館
長
室
で
先

生
か
ら
事
情
の
説
明
が
あ
り
、
刊
行
に
関

わ
る
メ
ン
バ
ー
や
出
版
元
の
ご
相
談
を
受

け
る
と
と
も
に
、
先
生
の
指
示
に
従
っ
て

原
本
コ
ピ
ー
の
枚
数
を
数
え
て
記
録
し
た

の
が
、
私
の
最
初
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
原
本
コ
ピ
ー
は
、
か
つ
て
武
蔵
野

女
子
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
が
複
写
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
演
劇
博
物
館

に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
、
実
質
的
な
刊

行
の
契
機
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
来
、

鳥
越
先
生
が
ま
と
め
役
・
推
進
役
と
し
て

お
世
話
下
さ
り
、
教
え
子
の
私
が
そ
の
お

手
伝
い
を
す
る
と
い
う
形
で
進
行
し
て
き

た
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
な
っ
て
か
ら
、
ふ
と
気
が
付
い
た

の
だ
が
、
堂
本
氏
の
言
わ
れ
た
『
梅
若
実

日
記
』
の
翻
刻
を
担
当
す
る
「
早
稲
田
の

教
授
の
鞄
持
ち
」
と
は
、
結
果
的
に
私
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
ご
と
の
よ
う

に
大
笑
い
し
て
聞
い
た
の
が
、
ま
さ
か
自

分
の
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
思
い
も
か
け

ぬ
事
態
の
展
開
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
長
ら
く
刊
行
を
待

ち
望
ま
れ
て
い
た
こ
の
日
記
が
世
に
出
る

こ
と
に
な
っ
て
安
堵
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

続
刊
の
校
正
作
業
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

【
お
断
り
】
林
研
究
室
移
転
に
伴
い
、
幹

事
校
の
住
所
が
下
記
の
奥
付
の
よ
う
に
変

更
い
た
し
ま
し
た
。

な
か
ろ
う
か
と
想
像
を
拡
大
し
て
も
お
か

し
く
な
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
坂
戸
金
剛
ゆ
か

り
の
面
が
金
剛
家
へ
入
っ
た
こ
と
に
な
り
、

誠
に
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
拾
い
集
め
た
文
献
と
、
想
像
を

逞
し
く
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、

金
剛
宗
家
始
め
、
こ
の
間
の
事
情
を
知
っ

て
お
ら
れ
る
方
々
も
お
い
で
だ
と
思
わ
れ

る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
教
示
た
ま
わ
り
た
い

と
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
梅
若
実
日
記
』
刊
行
の
契
機

林
　
和
利

今
年
一
月
、
『
梅
若
実
日
記
』
全
七
巻

の
刊
行
が
始
ま
っ
た
。

早
稲
田
大
学
教
授
で
演
劇
博
物
館
館
長

だ
っ
た
鳥
越
文
蔵
先
生
を
中
心
に
関
係
者

が
八
木
書
店
の
会
議
室
に
集
ま
り
、
第
一

回
『
梅
若
実
日
記
』
刊
行
会
議
が
開
か
れ

た
の
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月

七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
実
に
十
年
も
の
歳

月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
前
年
の
春
、
堂
本
正
樹
氏
が
中
日

文
化
セ
ン
タ
ー
で
能
の
歴
史
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
同
氏
は
こ
の
日

記
の
資
料
的
価
値
が
高
い
こ
と
に
言
及
さ

れ
て
、「
早
稲
田
あ
た
り
に
は
教
授
の
鞄
持

ち
を
や
っ
て
る
よ
う
な
大
学
院
生
が
た
く

さ
ん
い
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の
連
中
に
翻
刻

さ
せ
て
刊
行
す
れ
ば
よ
い
」
と
発
言
さ
れ

た
の
を
、
私
は
笑
っ
て
聞
い
た
。

す
る
と
、
そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
鳥
越
先
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平
成
十
三
年
度
　
例
　
会
　
報
　
告

平
成
十
三
年
五
月
二
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
涌
寺
に
お
け
る
韋
駄
天
信
仰
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
麻
理
子
氏

七
月
十
五
日
　

・
伝
統
芸
能
上
演
会
資
料
に
つ
い
て

・
ミ
ニ
発
表
会
（
一
人
十
五
分
）

「
幽
霊
」
の
用
語
の
有
無
と
主
人
公
の
理
解
の
仕
方
の
変
化
　

尾
本
　
頼
彦
氏

研
究
の
現
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
道
子
氏

六
儀
（
元
喬
本
）
の
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
崎
　
典
子
氏

野
村
万
作
・
萬
斎
「
狂
言
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
の
メ
リ
ッ
ト
　

林
　
　
和
利
氏

「
作
り
能
」
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
恵
理
人
氏

『
金
剛
家
の
面
』
図
録
と
既
刊
図
録
の
比
較
　
　
　
　
　
　
　

保
田
　
紹
雲
氏

「
薩
摩
様
御
道
具
請
取
帳
」
に
み
る
松
平
忠
吉
の
能
楽
遺
品
　

山
川
　
　
暁
氏

謡
曲
に
み
ら
れ
る
仏
教
尊
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
麻
理
子
氏

「
鈴
木
正
三
と
能
」

三
苫
　
佳
了
氏

九
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
阿
弥
の
能
の
編
年
的
位
置
付
け
―
世
阿
弥
の
老
体
能
の
　
　
　

後
ジ
テ
の
老
若
再
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
本
　
頼
彦
氏

十
一
月
二
十
五
日

面
裏
情
報
研
究
a
―
世
襲
面
打
家
・
大
野
出
目
家
の
使
用
し
た
手
本
面
（
？
）

保
田
　
紹
雲
氏

竹
田
藩
の
能
楽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
恵
理
人
氏

平
成
十
四
年
二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
万
作
・
萬
斎
「
狂
言
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
の
メ
リ
ッ
ト
　

林
　
　
和
利
氏
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